
第３７回研究集会 スポーツ経営フォーラム 

（兼 平成２２年度スポーツクラブづくりシンポジウム） 

 

地域スポーツの“ＮＥＸＴ１０”を考える 

―複雑化する地域スポーツとスポーツクラブの関係性― 

 

2010（平成 22）年度は、スポーツ基本法やスポーツ振興基本計画の策定などが予定され

ており、日本における今後のスポーツ振興の方向性が示される重要な年度となろう。また、

スポーツ振興基本計画の再検討に先駆け、2009 年度には文部科学省生涯スポーツ課内に“総

合型地域スポーツクラブに関する有識者会議”が設けられ、2000 年のスポーツ振興基本計

画を契機に全国展開された総合型地域スポーツクラブ育成をめぐる総括や2011年以降の総

合型地域スポーツクラブの在り方が検討された。その成果は“今後の総合型地域スポーツ

クラブ振興の在り方について～7 つの提言～”（平成 21 年 8 月 12 日）として取りまとめら

れている。この 7 つの提言に対しては多様な評価が予想されるものの、新しいスポーツ振

興基本計画においても総合型地域スポーツクラブ育成が生涯スポーツ振興政策の重要な柱

と位置づけていることを意味していよう。 

さて、総合型地域スポーツクラブ育成モデル事業開始から 15 年、クラブ数は 3,000 に達

しようとしている。クラブ育成数を見るとこの政策は順調に進んでいるようにみえるが、

市町村数に対する育成率は 60%弱であったり、クラブ加入率が 1.7%であったりと、十分な

育成状況に至っているとはいえない。また、総合型地域スポーツクラブの運営をめぐる経

営資源をめぐってもクラブハウス所有率は 56%、月会費 100 円未満が 32%などとなってお

り、苦しいクラブ経営を展開している様子が垣間見られる。 

さらに、近年の地方分権化や民営化への動向の中で、地域スポーツをめぐる仕組みも複

雑化、多元化してきている。1998 年の特定非営利活動促進法によるスポーツ NPO の生成、

1999 年スポーツ振興法改定による体育指導委員の委嘱化、2003 年地方自治法改正による指

定管理者制度の導入など、地域スポーツ振興をめぐる制度と仕組みが大きく変わった。住

民の自主運営による総合型地域スポーツクラブと経費削減とサービス向上を意図する指定

管理者との関係はどのように考えたらよいのか、総合型地域スポーツクラブの NPO 法人化

あるいは他のスポーツ NPO との関係をどのように考えたらよいのであろうか。複雑化する

地域スポーツの中で、総合型地域スポー

ツクラブの位置づけやその運営の検討は

行政をはじめとするスポーツ関係者に課

せられた大きな課題である。 

本経営フォーラムは、複雑化した地域

スポーツの制度や仕組みのなかで、これ

からの地域スポーツの在り方や総合型地

域スポーツクラブの位置づけとその育成

方法などについて、多様な関係者による

意見交換を行いたいと考えている。 

 

 



１．日 時  平成２２年６月２６日（土）  １３：００～１７：００ （受付は１２：３０～） 

 

２．場 所  東京体育館 第一会議室 

東京都渋谷区千駄ヶ谷 1-17-1   TEL ０３－５４７４－２１１２ 

 

３．主 催  日本体育・スポーツ経営学会 

        財団法人東京都スポーツ文化事業団（東京都広域スポーツセンター） 

 

４．対 象  総合型地域スポーツクラブの設立･運営に携わる関係者、体育指導委員、 

体育協会関係者、市区町村行政担当者、学校教員、外部指導員 等 

 

５．定員   80 名（先着順） 

 

６．内 容 

（１） 基調講演（１３：０５～１４：２０） 

「地域スポーツの“ＮＥＸＴ１０”を探る」 

順天堂大学スポーツ健康科学部 学部長 

野 川 春 夫  氏 

（２）パネルディスカッション(１４：３０～１６：５０） 

「複雑化するスポーツ組織とスポーツクラブの関係性」 

①地域に開かれた施設経営と指定管理の模索～取り組みと課題～ 

シンコースポーツ株式会社 常務取締役 指定管理専門部： 白木 俊郎 氏 

②総合型地域スポーツクラブの育成と活動を阻害する地域スポーツの仕組み 

あきる野総合スポーツクラブ「Asport（アスポルト）」： 一瀬 秀和 氏 

③体育指導委員に期待される新しいコーディネイト機能を考える 

    東京都体育指導委員協議会 副会長： 中野 竹男 氏 

④バランスの取れた行政の調整機能を提案する 

葛飾区教育委員会生涯スポーツ課 事業係 社会教育主事： 小峯 淳也 氏 

 

７．参加費  ４５０円 

 

８．申し込み方法  ＜スマイル事業センターまでお願いいたします。＞ 

（１）電話 ０１２０－６１２－００１（フリーダイヤル）  

携帯電話・ＰＨＳからは ０３－５４７４－２１５０ 

（２）インターネット http://smilesports.jp 

※受付は（１）（２）ともに平日１０：００～１７：００です。 

 

 

９．問い合わせ先  

 日本体育・スポーツ経営学会事務局 

 〒３０５－８５７４ 

 茨城県つくば市天王台１－１－１ 

 筑波大学 体育経営学研究室 

 TEL&FAX ０２９－８５３－６３６３ 

 E-mail：jsmpes@sakura.cc.tsukuba.ac.jp 

http://smilesports.jp/

